
会議名

開催日
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出席者

運営推進委員

職員

議題

利用状況報告 利用状況報告　　R5.8月末現在

【小規模多機能かたぎはら】　

7月実績　　登録18名　実利用18名

介護度 要支援2 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５

男性 0名 1名 2名 3名 0名 0名

女性 0名 1名 5名 3名 3名 0名

利用回数

訪問　527
回

通い:延べ
273回

泊り:延べ
50回

8月実績　　登録　18名　実利用18名

介護度 申請中 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５

男性 1名 0名 2名 2名 0名 0名

女性 0名 1名 6名 3名 3名 0名

利用回数

訪問:延べ
568回

通い:延べ
314回

泊り:延べ
76回

連泊者　1名

過少サービス（週4回未満の利用者）　なし

齋藤　忠彦様　　　（京都市社会福祉協議会　介護保険事業部　部長）

→承認いただいた

（病院退院後、在宅での生活が難しく、施設入所までの待機）　

福田　啓子様　　　（グループホームしらかば　所長）

駒井　一美様　　　 （高齢サポート西京南部　社会福祉士）

阪部　珠乃様　　  （グループホームやすらぎ　管理者）

小石　敦子様　　　（樫原学区社会福祉協議会　会長）

柿迫　稔夫　　　　（小規模多機能かたぎはら・グループホームかたぎはら施設長）

岩崎　由香里　　 （小規模多機能かたぎはら・グループホームかたぎはら副施設長）

櫻井　孝洋様　　　（西京区社会福祉協議会　統括地域福祉コーディネーター）

中路　和美様　　　（樫原学区民生児童委員協議会　副会長）

議事録
令和5年度第3回運営推進会議

平成35年9月20日

9：30～11：30

西京ふれあい地域福祉センター　2階　地域交流室



【グループホームかたぎはら】　R5.9月1日現在

入居者数　　17名（男性2名・女性14名）　

介護度 要支援２ 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

男性 0名 0名 0名 1名 1名 0名

女性 0名 6名 2名 5名 2名 0名

活動報告 活動報告　　R5.7‐8月　　　別紙参照(広報誌参照)

【小規模】

①　七夕飾りつけ

➁　祇園祭ドライブ

③　誕生日会

④　ベランダ園芸（野菜作り）

⑤　土用の丑

⑥　夏祭り・送り火鑑賞・手持ち花火

【GH】

①　七夕飾りつけ

➁　祇園祭ドライブ

③　大原野よもぎ倶楽部（京都中央看護保健大学校学生ボランティア）

④　夏祭り・送り火鑑賞・手持ち花火

⑤　笹の葉タペストリーコンテスト

事故報告 事故・ヒヤリ・苦情報告　　

【小規模多機能かたぎはら】

事故 ヒヤリ 苦情

7月 3件 0件 1件

8月 3件 2件 0件

【事故】服薬関連2件　転倒2件　キーボックス施錠確認漏れ1件　　

【ヒヤリ】食事に関する事2件（異食・異物混入）

【苦情】駐車ゴミペール置き場所間違い1件

【グループホームかたぎはら】　

事故 ヒヤリ 苦情

7月 8件 4件 0件

8月 3件 1件 0件

【事故】転倒2件　原因不明の内出血8件

【ヒヤリ】転倒予防4件　食事に関する事1件（異食）

→広報誌,プロジェクターを利用しご説明させていただいた。　

7月1日　男性入所　8月6日　女性入所　9月5日　女性退居（死去）



委員会活動 身体拘束適正化委員会

レットについても再度説明する。

虐待防止委員会

伝える。次回の運営推進会議に提出し確認して頂く。

異業種連携 〇株式会社アグティ　齋藤様より事業説明して頂く。

株式会社アグティの取り組み（洗濯・クリーニング・清掃の会社）

地域の中に作業スペースを確保し、地域の高齢者、子育中の主婦、障害をお持ちの方

どなたでも参加でき、作業時間や曜日も自由、洗濯した衣類やタオルをたたむ作業を

ました。

この取り組みはあちこちで応用され、地域の繋がりづくりや、認知症高齢者のリハビリや社会

今後、このような取り組みがこの地域でもかなえられたらと考えています。

全く同じものでもなく、小さなことから始められたらと考えている。

その他

1　食中毒・感染症予防対策　内部研修（報告）

2　調理　内部研修（報告）

3　京都府　感染症対策実地研修

4　小規模多機能　夏祭り（報告）

5　グループホーム　納涼会（報告）

6　地域交流イベントkyotoこころつながるプロジェクト

　　「ふれあい夕涼み～手持ち花火＆送り火鑑賞～」

7　大原野よもぎ倶楽部との取り組み（経過報告）

8　笹の葉タペストリーコンテストへの参加

参加にもつながっています。

〇かたぎはらの思い

「身体拘束適正化のための指針」について説明。現在、指針を見直し、改定作業中である事

を伝える。次回の運営推進会議時に提出し確認して頂く。また施設玄関に掲示しているリーフ

「高齢者虐待防止のための指針」について説明。現在施設独自のものを作成中である事を

通して報酬を得ながら地域社会に貢献し、楽しくつながりを作っています。

あっという間に口コミでこの居場所が広まり、現在はスペースを広げて活動するまでになり

※京都オレンジ色ＰＪの参加し、認知症啓発のポケットティシュを作成し

→居場所作りなど、良い取り組みだと思いますとご意見頂く。

配布した。また運営推進委員にも配布協力をお願いした。

地域交流、内部研修等について別紙で説明させて頂いた

→了解して頂く

→了解して頂く


